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情報通信分野において推進している科学技術連携施策群「情報の巨大集積化

と利活用基盤技術開発」について、前々回の情報通信ＰＴ(平成２１年３月１６

日)に報告して以降の主な活動進捗を報告する。 

 

（１）活動状況 

今年度のタスクフォースとして 3 回開催（6/2、10/2、2/4）し、各施策の活

動状況・成果確認等を行った。以下に示すように、各施策については計画通り

順調に進捗している。 

・ 総務省施策「電気情報通信サービスにおける情報信憑性検証技術に関する研究開発」

では、Webコンテンツ分析技術等、これまでの成果を公開し、実証実験を進めている。

これらの分析結果に関しては今後の研究開発にフィードバックしていく予定であり、

順調に進捗している。 

・ 文科省施策「革新的実行原理に基づく超高性能DB基盤ソフトウェアの開発」では、今

年度の中間目標（10 倍の性能向上）に対し、現状において、20 倍（商用DB）から 30

倍（OSS DB）の性能が出ており、着実に進捗している。また、新たな施策として「多

メディアWeb解析基盤の構築及び社会分析ソフトウェアの開発」を昨年の 8 月から開

始した。 

・ 経産省施策「情報大航海プロジェクト」では、次世代検索・解析技術における共通技

術として 50 を越える最先端技術を開発し、コラボレーションプラットフォーム上に

おいて成果の共有化を図った。また、著作権法の改正への働きかけを行い、昨年の 6

月に著作権法の一部を改正する法律が成立するなど、制度面の取り組みが進んだ。この

ほか、本プロジェクトの取り組みを受け、11 月より産学主導でパーソナル情報のサー

ビス適用を検討する「次世代パーソナルサービス推進コンソーシアム」が設立される

など、取り組みが産学官で広がりつつあり、順調に進捗している。 

・ 補完的課題施策「センサ情報の社会利用のためのコンテンツ化」（代表機関：京都大

学）では、センシングWebに関する公共環境での実証実験を 7 月より実施し、多くの

メディアに掲載されるなど、順調に進捗している。 

 

（２）情報発信 

今年度施策として、次頁に示すシンポジウム開催、学会発表、ホームページ

による情報発信など、最終年度における連携群の成果に関して積極的に情報発

信した。 
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・ 平成 21 年度施策の事業活動および成果の情報発信として、下記に示すシンポジウム

を開催した。 

1) 名称：情報の巨大集積化と利活用基盤技術開発連携群の活動 

～情報爆発時代におけるイノベーション創出～ シンポジウム 

2) 日時：平成２１年１２月１日 (火）１０：３０～１６：３０ 

3) 場所：日本科学未来館 

4) 参加者数及び内訳：参加者数：222 名（民間企業 127 名、法人・一般 65 名、

官公庁関係機関 30 名） 

5) 総括：シンポジウムと併設してデモ展示を実施した。アンケート結果において

も、シンポジウム、デモともに約 6 割強が「大変参考になった、参考になった」

との回答が得られ、本連携群の活動内容及び成果に関し十分に理解していただ

くことが出来た。特に、パネルディスカッションでは、全タスクフォース委員

が登壇し、3 年間の活動成果の総括を行い、フロアからも多くの質問、意見が

寄せられ、最終年度のシンポジウムを盛況に終えることが出来た。 

・ 学会発表 

1) 人工知能学会全国大会（6/18、高松）：本連携群の特別セッションを設け、活動

紹介、技術セッションを中心に実施し、連携群の活動を良く理解してもらった。 

2) 情報処理学会 50 周年全国大会（3/9、10、東大）：情報利活用連携群の 3年間の

成果のデモ展示と、補完的課題に関する特別セッションを行う。 

・ ホームページによる情報発信 

情報連携施策群における 3年間の活動成果に関し、これまでのシンポジウム発表資料

を中心に、ホームページによる情報発信を開始した。 

ホームページは、日本語（http://www.renkei.jst.go.jp/infor/index.html）および

英語（http://www.renkei.jst.go.jp/infor/e_index.html）を用意し、国内外への積

極的な情報発信を実施している。 

 

（３）成果報告書の作成（成果報告書の目次と概要は別紙１、別添２を参照） 

連携施策群の活動は今年度で最終年度となることから、連携施策群の 3 年間

の総まとめとして、関係府省（総務省、文部科学省、経済産業省）及び補完的

課題実施者により、連携施策群の成果、連携施策群により開発した基盤技術及

びその活用例等をわかりやすく記述し、『平成１９－２１年度「情報の巨大集積

化と利活用基盤技術開発」成果報告書※１』を作成した。現在、編集作業を終

了し、印刷中である。次回の情報通信ＰＴにて配布を予定している。 

※１ 連携施策群タスクフォース会合（平成 22 年 2 月 4 日）にて確認。 

 

以上 
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別 添１

科学技術連携施策群「情報の巨大集積化と利活用基盤技術開発」作成 

『平成１９－２１年度「情報の巨大集積化と利活用基盤技術開発」成果報告書』 
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1.「情報の巨大集積化と利活用基盤技術開発」
連携施策群の意義と成果の概要

科学技術連携施策群「情報の巨大集積化と利活用基盤技術開発」
コーディネーター／主監 西尾 章治郎

背景：

情報爆発時代の到来
デジタル情報は指数関数的に増大（18ヶ月間で倍増）

平成20年度までに電子化されたデータは、約500エクサバイト
（1エクサバイト＝10億ギガバイト、DVDメディア約2億枚に相当）

しかし、情報が増えるほど、
本当に欲しい情報は埋もれてしまう。

直接検索可能なWeb情報は全体の0.1%未満
(平成20年時点）

ごみ情報や有害情報が含まれている。
従来検索では上位ランクに提示されてしまう恐れがある。

1EB＝1エクサバイト＝10億ギガバイト

1ZB＝1ゼッタバイト＝1,000エクサバイト

全デジタル情報：約500EB
(IDC, Diverse and Exploding Digital Universe, 2008)

世の中には、これほど沢山の情報がある
のだから、うまく活用すればもっと有意義
な「価値」が搾り出せる。
新たなビジネスチャンス

情報爆発現象の捉え方

平成20年度までに電子化されたデータは、約500エクサバイト
18ヶ月間で倍増

平成20年度までに電子化されたデータは、約500エクサバイト
18ヶ月間で倍増

うち、直接検索可能なWeb情報は、0.1%未満
95%の情報は、整理・構造化されていない。

（平成20年時点）

情報爆発全体から見たWeb情報
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1. 情報の量の問題への対処

課題：95%の情報は整理、構造化されていない。
整理、構造化する手立てを確立し、誰もがアクセス可能に

課題：データへの検索スピードが遅い。
高速化により、瞬時により多くの情報へのアクセスが可能に

2. 情報の質の問題への対処

課題：情報の信憑性を確かめる手立てがない。
信憑性を検証する手立てを確立し、ごみ／有害情報を排除

背景（続）：

もし、扱える情報の量が増やせれば、
ごみ／有害情報を除くことができれば

新たなビジネスチャンスにつながる。

そのためには、
情報の量と質の問題への対処が必要

よくわからないから、検索エンジン
などで調べて一番最初のデータを
使おう

社会社会

教育教育

1 search result
2 search result
3 search result
4 search result

地域コミュニティ地域コミュニティ

経済経済

誤った情報で製品を作り、
経済的な損失を与える。

誤った情報で教材を作り、
誤った知識を伝える。

悪意のある情報で、
誹謗中傷の渦を巻き起こす。

言葉の違いで国外の情報が理
解できず、操作された情報で、
社会を扇動する。

従来は、Web上の情報に対しユーザサイドから
情報の信憑性を確かめる手立てがなかった。

従来は、Web上の情報に対しユーザサイドから
情報の信憑性を確かめる手立てがなかった。

著名な検索エンジンが誤った
情報をトップランクに提示すると・・・

今の検索エンジンは、ユーザの
観点から情報を分析して提示
していない。
その結果、ゴミ情報や有害な情
報を上位ランクに提示する危
険性がある。
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目標：

独自の情報サービスを提供するためにあらゆる情報（コンテンツ）
を簡便、的確、かつ安心して収集、解析、管理する次世代の知
的な情報利活用のための基盤技術を開発する。

意義と実現方法：

意義：既存の技術では管理することが困難な大量の情報の中
から、信憑性を判断でき有益な情報を高速に見つけ出すこと
を可能とし、様々な情報サービスの基盤となる次世代知的情
報利活用基盤を構築する。

実現方法：具体的には、データを管理する超高性能データベー
ス（プロジェクト1：P1）、情報を活用するサービス技術（プロジェ
クト2：P2）、得られた情報の信憑性を解析する情報分析技術
（プロジェクト3：P3）、さらに非Web情報であるセンサ情報の活
用技術（プロジェクト4：P4）を融合させる。

センサ情報をWeb上に
公開

携帯検索エンジンAPIWeb検索エンジンAPI
従来型検索サービス

xxx 検索エンジンAPI

カーナビ情報提供
サービスAPI

情報家電情報提供
サービスAPI

音楽コンテンツ
サービスAPI

○○ 検索エンジンAPI
P1：超高性能データベース

インターネット上の多様なコンテンツ

解析・分類されたコンテンツDB

信憑性・信頼性分析 API
信憑性・信頼性分析
サービス

P3：情報信憑性検証技術

次世代型
情報解析サービス

コンテンツの解析・分類・検索

P2：情報大航海

P4：センシングWeb

ユビキタスネット社会

情報融合炉の実現

API: Application Program Interface

世界中の様々な情報 個人から情報発信 多様なデータベース多様なセンサ・画像情報

次世代知的情報利活用基盤の確立
→知的なサービスの活用で安心・安全な社会を実現
次世代知的情報利活用基盤の確立
→知的なサービスの活用で安心・安全な社会を実現
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主な成果（3年間の総括）：

1. 施策面：当初計画以上の成果を達成
①各施策：当初目標値を大幅に上回る成果を実現
超高性能データベース基盤では、当初目標値を上回る従来比20倍の
高速化を実現 →現実的な時間で検索可能な情報量が20倍に

②適用領域拡大：新規施策の追加、最先端研究開発支援プログラムへの
一本化などにより適用領域を拡大 →より多様、より多くの情報を対象に

2. 法制度面：情報利活用する際の法制度面整備に大きく寄与
①現行法：著作権法の一部を改正する法律成立（平成21年6月）
情報検索サービスを実施するための複製が可能に

②今後：次世代パーソナルサービス推進コンソーシアムを設立
（平成21年11月）。継続的に検討する体制が確立された。

3. 情報発信：国内はもとより国際的にも積極的に活動
①シンポジウムでは非常に高い評価（アンケート結果）

②主要会議（国内、国際）等で情報発信

③ホームページの活用により成果を国内外に発信

各施策：当初計画以上の成果を達成

適用領域の拡大:
• 新規施策を追加：急激に増加しているビデオデータなどのリッチ
データを有効利用するために「Web社会分析プロジェクト」を追加

• 最先端研究開発支援プログラムへ一本化：我が国のソフトウェア産
業における国際競争力強化の観点から「超高性能データベース基
盤ソフトウェア」を同プログラムへ発展的に一本化（平成22年度）

1. 情報大航海プロジェクト
2. 情報信憑性検証技術
3. 超高性能データベース
基盤ソフトウェア

4. 補完的課題：センシング
Web

当初計画

(1) 施策(1) 施策(1) 施策 主な成果

著作権法の改正への働きかけを実施し、著作権法の一部を改正する
法律成立 (平成21年6月)

産学主導でパーソナル情報のサービス適用を検討する「次世代パーソナル
サービス推進コンソーシアム」の設立（平成21年11月）

産学主導でパーソナル情報のサービス適用を検討する「次世代パーソナル
サービス推進コンソーシアム」の設立（平成21年11月）

情報利活用する際の法制
度に関わる諸問題の検討

当初計画

(2) 法制度面(2) 法制度面(2) 法制度面 主な成果

シンポジウム、国内、国際会議：積極的に発信
ホームページによる成果の国内外発信

欧州において連携群と同様なプロジェクトを推進しているクエロ（フランス）、
ファロス（イタリア、ノルウェー等9ヶ国が参画）からの招待講演

欧州において連携群と同様なプロジェクトを推進しているクエロ（フランス）、
ファロス（イタリア、ノルウェー等9ヶ国が参画）からの招待講演

シンポジウム開催
国内、国際会議
ホームページ活用

当初計画

(3) 情報発信(3) 情報発信(3) 情報発信 主な成果

超高性能データベース基盤では、当初目標値を上回る従来比20倍の
高速化を実現

超高性能データベース基盤では、当初目標値を上回る従来比20倍の
高速化を実現
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主な成果（従来技術との比較）：

1. 量的側面：巨大集積化によりこれまで扱えなかった量の情報を
リアルタイムに処理可能とし、新たなイノベーションを実現
従来のキーワード検索より情報量が多くユーザビリティの高い「画像・映像
検索技術」、移動ログ情報から個人の行動特性や場の特性を見出す「行
動情報マイニングエンジン」など、従来、整理・構造化されていなかった非
Webなどの領域を扱うのに必要な59の共通技術を開発し、新たなイノ
ベーションとして22のモデルサービスを推進した。

2. 質的側面：従来技術に対し、具体的な情報の信頼度を付加し
た「Web情報の信憑性検証技術」など着実に進捗
そもそも従来はこのような尺度で信憑性検証はなされていなかった。

人間の評価に対し、精度75%に迫る。

3. 価値創造：新ビジネス創出を視野に入れた実証実験を推進
センサ情報を誰でも閲覧・利用できる「センシングWebサービス」では、高
い評価（受容性評価で8割強）を得た。

産学主導による「次世代パーソナルサービス推進コンソーシアム」が設立
され、パーソナルサービス分野の進展に大きく寄与した。

オフは自分にご褒美
①口コミのいいお店あるよ！
②自分に投資する？

今週は頑張ったし、
ちょっと自分にご褒美
あげてもいいかな！
行動履歴などから行動を
推測して気付きを提案

行動履歴などから行動を
推測して気付きを提案

従来技術との比較
（俯瞰図）

同期型
データベース

1. 量的側面1. 量的側面

キーワード
検索

データ
マイニング

非順序型
データベース

画像・映像検索

行動情報
マイニングエンジン

大量情報の中から価値を創出し、
イノベーションにつなげる。

目
標

22のモデルサービス、
59の共通技術を実現

平成21年度に20倍の
性能向上を達成（当
初目標値10倍）

玉石混淆
データ

2. 質的側面2. 質的側面

平成22年までに玉石混淆のWeb
データから信頼性・信憑性の高い
情報を容易に得る環境の実現

目
標

Web情報の
信憑性検証技術：
信頼度付きデータ

情報の利活用

平成22年度最終目標値である
人間の評価と比較した精度80%
の実現に対し、平成21年度にお
いて、精度75%を達成予定

コンテンツ群コンテンツ群

ライブカメラ

ページ
ランキング

アマゾン等：
購買履歴の活用

3. 価値創造3. 価値創造

次世代パーソナルサービス推進
コンソーシアムの設立

ブログランキング
サービス

プライバシを
保護した行動情報活用

センサ情報の社会利用を目標に、プライバシ情報を保
護したコンテンツ化を行い、公共環境で実証し、非常
に高い評価を得た（サービス受容性評価で8割強）。

センシング
Webサービス

連携マップ（後述）を基に、施策の独立
性を保ちつつ効率的な連携を進める。

目
標

「情報の巨大集積化と利活用基盤技術開発」
連携施策群

新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

従来技術
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主な成果（連携成果）と今後の展開

1. 連携成果：主な技術と連携成果を俯瞰した連携マップ作成

①主な技術：連携マップにより各施策間の連携シナリオを想定
しながら開発を進め、「基盤的技術」、「実証サービス」などを
実現

②連携成果：各施策の連携を強力に推進し、新たな技術、
サービスを創出（下図の連携活用例）

2. 今後の展開：「情報の巨大集積化と利活用」は重要な課題

①「情報の巨大集積化と利活用」における成果をさらに広く活
用可能とするために、例えば、パブリッククラウドといった産
官学クラウドの基盤構築などを提言

②今後の持続的な研究開発を推進するにあたり関連諸機関の
連携体制の一層の強化を図り、国際競争力のさらなる向上
を目指す。

ITが生み出す安全安心の
ためのソーシャルサービス

プライバシに配慮した
未来型パーソナルサービス

新たなコンテンツアクセス技術が
生み出す次世代Webサービス センシングWebサービス

DBを利用する解析サービス

への高速化技術の提供
情報の信憑性・信頼性情報を
提供するWebサービス

センサ情報の
社会利用

情報信憑性検証技術施策
超高性能DB

基盤ソフトウェア情報大航海プロジェクト
階層的機能等

サービス

目 標

データベース
基盤技術

次世代知的情報利活用基盤 ～世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術 ～次世代知的情報利活用基盤 ～世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術 ～

データマイニ
ング技術

レコメンデー
ション技術

画像・映像解
析技術

自然言語
解析技術

時空間情報
解析技術

情報の信頼性・
信憑性検証技術

個人情報
匿名化技術

プライバシー
情報管理技術

ユーザインタ
フェース技術

収集・配信
技術

プラット
フォーム

基

盤

的

技

術

（主

要

技

術
）

利
用
促
進

画像特徴量の抽出
エンジン

CGM理解のための

日本語解析基盤

マッピングサーチ（視覚化検索）

面白い順に検索結果が
現れる「オモロ検索」

ラダリング対話エンジン

データベースエンジン
→中間評価版（適用機能を限定、
中並列度）H22年度

→最終成果版（適用機能を拡張、
高並列度）H24年度

治療計画立案エンジン

情報薬調合エンジン

リスクモデリング
＆シミュレーション

健康管理自己情報
コントロール技術

動画コンテンツの
同一性検知技術

意味の似ている言葉の抽出

サービスの性質に応じて推
薦のしかたを選べるレコメ

ンデーション

画像類似性判定
エンジン

映像のシーンカット・
エンジン

映像の意味理解のための
基盤技術

21年度に技術化達成分

連携関係凡例

連携活用例・・・

動画へのメタ情報の
付加

PI(Place Identifier)基盤

複数の推薦エンジンの選択・組合
せが可能なマルチモード推薦

行動情報
マイニングエンジン

グループ属性・エリ
ア情報抽出技術

パーソナル情報
保護・解析基盤
（プロファイル情
報解析基盤）

実世界の行動とネット上の行動を統
合したユーザ特性推定

Webｺﾝﾃﾝﾂの分析技術
（画像・音声・映像）

Webｺﾝﾃﾝﾂの分析技術
（ﾃｷｽﾄ情報）

意味内容の時系列分析技術

Web情報の信頼性分析技術
（NICT）

他機関との連携

ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼ情報の
管理

ｾﾝｻ情報の
共有

観測型ｺﾝﾃﾝﾂの
提示

22年度以降技術化見込み・・・
連携可能性の関係

連携活用例

(大航海→センサ):
実証実験用データと

して活用

(大航海⇔信憑性):
ブログランキング
サービス

(大航海⇔センサ):
パーソナル情報
保護・解析基盤

センサ情報に基づく
行動解析基盤

(大航海→信憑性):
画像・動画解析技術
の活用

（大航海←DB）：
高速DBアクセス
機構の活用

パーソナル情報保護・解析基盤
（個人情報匿名化基盤）

プライバシ情報セキュア流通基盤

パーソナル情報保護・解析基盤

次世代ロボット連携
群（ATR)

他機関との連携

(ロボット⇔センサ):
センシングWeb：
サービス仕様記述
（要求、提供）

（信憑性←DB）：
高速DBアクセス
機構の活用

（DB→センサ）：
高速DBアクセス
機構の活用

コラボレーションプラットフォーム
（基盤及び検証用データの整備、実証実験の実施）

情報の巨大集積化と利活用基盤技術開発連携群（連携マップ）情報の巨大集積化と利活用基盤技術開発連携群（連携マップ）
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